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医療安全対策に関する診療報酬上の評価について  

1．現行の診療報酬上の評価の概要  

○安全管理は入院に関して当然確保されるべき事項であるとの観点から、   

診療報酬では、医療安全管理体制に係る基準を定め、これらが行われ   

ていない場合に、入院基本料から減算するしくみとしている。  

＜医療安全管理体制に関する診療報酬上の基準＞  

・指針の整備：基本的考え方、医療事故発生時の対応方法等が文章化されて   

いる。  

・院内報告制度：分析を通じた改善策が実施される体制が整備されている。  

・安全管理委員会：安全管理の責任者等からなる委員会を月1回程度開催。  

・職員の研修：周知徹底のため、研修計画に基づく年2回程度の職員研修を   

行う。  

2．現行の診療報酬上の評価に係る課題  

O「医療提供体制に関する意見（平成17年12月8日、社会保障審議   
会医療部会）」において（別紙）、医療安全対策の総合的推進が示さ   

れたところであるが、一般的な医療安全管理体制については、ほとん   
どの病院で確保されている現状から、今般の診療報酬改定においては、   

これを入院基本料の算定要件とする方向で見直すこととしている（中   

医協、12月7日）。  

○従来の医療安全管理体制に上乗せした医療安全対策としては、平成1   

5年度より、特定機能病院及び臨床研修指定病院について、専任の医   
療安全管理者の配置や患者相談窓口の設置等を求めている。  

（参考1）  

※ 特定機能病院において、上乗せして整備すべき安全管理体制  

（医療法施行規則、平成14年10月7日医政局長通知）   

1．専任の医療に係る安全管理を行う者（安全管理者）の配置  

・医師、歯科医師、薬剤師又は看護師のうちのいずれかの資格を有する。  

・医療安全に関する必要な知識を有する。   




















